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1 開催概要 

1.1 趣旨 

2025 年度の J-STAGE セミナーは、年間テーマを「学術情報流通のワークフローにおけ

る生成 AI 活用の展望」と題し、学術情報流通の分野における生成 AI 活用の現状および展

望についての情報を提供した。 

第 1 回となる本セミナーは、国際 STM 出版社協会（International Association of STM 

Publishers: STM）と共催で実施し、サブテーマを「Utilizing Generative AI for the 

Advancement of Academic Journal／学術ジャーナルの改善に資する生成系 AI の活用」とし

て、生成 AI に関する海外出版社のガイダンス、研究ワークフローへの生成 AI 導入、日本

における基盤モデル開発の最前線の状況等について紹介が行われた。 

 

1.2 開催日時、場所 

日時：2025 年 11 月 4日（火）15:00～17:00 

開催形態：Zoom によるオンラインセミナー 

 

1.3 出席者の数および所属 

セミナー当日は途中出退席含め 219 人が出席した。出席者の所属が把握できたのは事前予

約の上出席した 59 人であり、うち最も多かったのは大学 22 人、次いで公共機関・団体 12

人、印刷会社・出版社が 7 人、研究機関の 6 人であった。他の主な所属は、図書館、企業、

その他であった。 

 

1.4 プログラム（時刻は計画時のもの） 

15:00～15:05 開会挨拶（JST） 

15:05～15:15 「Overview of STM Guidance on the Use of AI in Publishing Research 

Outputs」 

－Caroline Sutton 氏（STM） 

15:15～15:35 講演 1「論文執筆における生成 AI の実践的活用とその限界」 

－笠井 大 氏（千葉大学大学院） 

15:35～15:55 講演 2「The Use of AI in Publisher Workflows: Benefits and Risks Involved 

in Using AI Solutions」 

－Tony Alves 氏（Highwire Press）、Joshua Routh 氏（MPS） 

15:55～16:00 休憩 

16:00～16:20 講演 3「Harnessing Generative AI for Actionable Insights and Societal 

Impact」 

－柿田 佳子氏（Elsevier） 
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16:20～16:40 講演 4「信頼される日本語医療 LLMを目指して：透明性のある構築プロ

セスの重要性」 

－小林 和馬 氏（国立がん研究センター研究所） 

16:40～16:55 ディスカッションとQ&A 

16:55～17:00 閉会挨拶（JST） 
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2 講演概要 

2.1  

【Overview of STM Guidance on the Use of AI in Publishing Research Outputs】 

                                Caroline Sutton 氏 

（STM） 

 

ありがとうございます。再び日本に戻り、今年も JST の皆さまとご一緒に、このように

私たちにとって非常に重要でタイムリーなテーマを扱うウェビナーに参加できることを、

大変うれしく思っております。まずは、例年と同様に、本日ご登壇いただく講演者の皆さま

に改めて感謝を申し上げます。また、金子理事、久保田調査役をはじめ、本日のイベント準

備にご尽力いただいた JST の皆さまにも、深く御礼申し上げます。そしてもちろん、本日

のためにお時間を割いてご参加くださった皆さまにも、心より感謝申し上げます。 

 

スライドを共有しながらお話ししてまいります。本日は、私たちが AI に関して進めてい

る取り組みと、特に出版における AI 利用の指針について、いくつか情報をご紹介いたしま

す。 

 

STM では毎年、12 月にロンドンで、将来を見据えた先進的な視点を持つ方々にお集まり

いただき、年次の検討会を開催しています。今年の開催も間近に迫っています。この取り組

みでは、「5 年後に学術出版に最も大きな影響を与えるトレンドは何か」というテーマに焦

点を当てています。2017 年には、私たちがフューチャー・ラボと呼んでいるグループが集

まり、2022 年にどのような大きな潮流が訪れるのかを議論しました（図 1）。その際に予測

されたのが、AI でした。ご存じのとおり、この予測は的中しました。2022 年には ChatGPT

が広く知られる存在となり、以来、私たちは AI について語り続けています。 

 

2023 年、STMは AI に関連する 4つのワークストリームを立ち上げました。ご覧のとお

り、私たちは多くの国や法域において、政策面での取り組みを進めています。また、AI コ

ミュニティそのものを対象とした活動も行っています。さらに、出版社では研究公正を支援

するツールの開発も進められており、AI の影響で増加している偽論文や偽データ、画像操

作といった問題に対処できるよう、出版社がワークフローの中で適切なベストプラクティ

スを導入し、実践できるよう支援しています。 

 

本日は、この 4 つ目のワークストリームについてお話しいたします（図 2）。このワーク

ストリームは、研究コミュニティやその他の関係者を支援することに重点を置いたもので

す。その取り組みの一環として、論文原稿の作成における AI の活用や、研究プロセスの中
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で AI を使用した際にどのように申告すべきかといった点について、ベストプラクティスを

定義する作業も含まれています。 

 

これらのベストプラクティスについて詳しくご説明する前に、まず AI に関する私たちの

一般的な見解について、少し触れておきます（図 3）。STM として、また STM 出版社とし

て AI を考えるにあたり、私たちは新しい技術と共に進化しながらも、活動の根幹にあるも

の、守るべき原則を常に意識する必要があると考えています。第一に、研究とは累積的であ

り、自己修正的なシステムであるということです。新しい知識は既存の研究成果のうえに積

み重なっていきますし、ときには新たな情報によって、それまで真実とされていたものが覆

されることもあります。 

 

第二に、帰属は極めて重要です。それは、引用のプラクティスが研究者に正当な評価を与

えるための手段であるだけでなく、引用や帰属を明示することで、知識がどのように受け継

がれ、どのように発展してきたのかという系譜をたどることができるからです。こうした知

識の発展の節目を把握することは、新しい研究成果が既存の知識に基づいて構築されてい

く過程において、その妥当性を検証するために非常に重要です。 

 

また、検証も極めて重要な要素です。これは、皆さまのような出版社が取り組んでおられ

る活動そのものであり、研究コミュニティが信頼できる確かな知識の基盤の上に新たな研

究を築くことができるようにするため、そして社会が研究という制度そのものに信頼を寄

せるために、不可欠な役割を果たしています。 

 

そして最後に、グローバルな対話の重要性です。私たちは、知識が、学術文献や学術的知

見との対話や関与、そして理論やモデルをめぐる議論や検証を通じて発展していくことを

理解しています。 

 

また、本題に入る前に、もう一点お伝えしておきたいことがあります。STM のメンバー

は、AI について考えるうえで、非常に特有の立場にあります。というのも、STM のメンバー

は、大規模言語モデルや AI が学習に用いるコンテンツを出版しているだけでなく、自ら AI

ツールを開発している場合もあるからです。そのため、私たちは AI について、バランスの

取れたあり方や最適な発展の方向を、共に真剣に考えていく必要があると強く認識してい

ます。STM の使命は「信頼される研究を発展させること」です（図 4）。私たちは、この使

命というレンズを通してあらゆる物事を捉えており、AI についても例外ではありません。 

 

私たちのビジョンは、真実性・責任性・信頼性を備えた AI システムを、大規模に実現し

ていくことです。その実現に向けて、私たち自身および STM のメンバーは、新規および既
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存の関係者と協力しながら、この取り組みを世界規模で進めていきたいと考えています。そ

して私たちの考えでは、協働は不可欠です。AI システムが科学の理念を尊重する形で進化

していくためには、協働が不可欠であり、また著作権やライセンスは、そのような敬意ある

プラクティスを担保するための重要な手段であると考えています。 

 

それでは、先ほどお話ししたとおり、私たちの原則のいくつかについてご説明いたします。

STM は 2021 年に、AI に関する最初のホワイトペーパーを発表しました（図 5）。これは

「学術コミュニケーションにおける AI 倫理」に焦点を当てたもので、後ほど改めて触れま

す。また、2023 年には、ChatGPTの登場を受けて、著者による生成 AI の利用に関する初

期的な指針を示す第二のレポートも公表しました。そして、この 2023 年のレポートは、現

在さらに次の段階へと進んでおり、その点についても、この後ご紹介いたします。 

 

さて、2022 年に共有した「学術コミュニケーションにおける AI 倫理」についてご説明し

ます（図 6）。スライド右上の白い部分にご注目ください。これらの基本原則は、私たちが

AI と科学について考えるうえで、今もなお中核を成すものだと考えています。私たちは透

明性と説明責任を重視しています。さらに、品質と研究の健全性についても考えなければな

りません。さらに、プライバシーとセキュリティを尊重すること、そして公平性についても

配慮する必要があります。加えて、これらのツールを活用しながら前進していくにあたり、

持続可能な発展についても考えていく必要があります。 

 

先ほど、研究者や著者による生成 AI の利用に関する指針を示した 2023 年のレポートに

ついて触れましたが、私たちはその取り組みをさらに一歩進めております。その成果として、

今年、ほんの数か月前のことですが、学術論文の作成における AI 利用の分類に関する提言

をまとめたレポートを公表しました（図 7）。これは、出版社を支援することを目的として

作成されたものです。レポートそのものは非常にコンパクトですが、背景説明が含まれてお

り、その一部が現在のスライドに示されています。 

 

ただし、内容としては基本的な表になっています（図 8、図 9）。ご覧いただいているとお

り、4つの列には全部で 9つの項目があり、まず 1列目では、原稿作成における AI の利用、

つまり AI をどのように使用するかというユースケースを示しています。2 列目には、その

活動内容の説明があります。続く列では、その活動の具体的な例を示すとともに、含まれな

い内容、すなわち対象外となるものについても明記しています。項目数は 9 つだけです。現

在、この資料は英語版のみとなっていますが、今後、日本語に翻訳される可能性もあります。

こちらのリンクから STM のウェブサイトでご覧いただけます（図 10）。また、ご希望の方

のために、このリンクをチャット欄で共有いたします。 
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それでは、モデレーターにお返しします。改めて、本日ご参加くださった皆さま、そして

すべての登壇者の方々に心より感謝申し上げます。画面共有を終了します。 

 

ありがとうございました。 

 

 

図 1 

 

 

図 2 
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図 3 

 

 

図 4 
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図 5 

 

 

図 6 
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図 7 

 

 

図 8 

 



2025年度第 1 回 J-STAGE セミナー報告書 

 

11 

 

 

図 9 

 

 

図 10 
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2.2 

【The Use of AI in Publisher Workflows: Benefits and Risks Involved in Using AI Solutions】 

                         Tony Alves 氏（Highwire Press） 

                            Joshua Routh 氏（MPS） 

 

出版社のワークフローにおける AI の活用について発表する機会を与えてくださった JST

と STM に感謝申し上げます。トニー・アルヴェスと申します。HighWire Press にて製品部

門の上級副社長を務めております。HighWire は MPS Limited のプラットフォーム部門で

す。本日は、人工知能技術を用いたツールやサービスを用いて学術出版のワークフロー上の

プロセスを実行する際に生じる利点とリスクについてお話しいたします。 

 

まず、全体的な利点とリスクの概要をお話しし、その後、具体的な内容をさらに詳しく掘

り下げたいと思います（図 11）。私たちは一般的に、AI 活用には 4 つの大きな利点がある

と認識しています。第一に、効率性とスピードの向上です。AI は、コピー編集、翻訳、XML

構造化といった反復的な作業を自動化し、人間の編集者が判断や品質管理といったより高

度な業務に集中できるようにします。第二に、品質と一貫性の向上です。自然言語処理や機

械学習モデルにより、大量のコンテンツに対しても、コピー編集の均質化、正確なメタデー

タ付与、編集基準の一貫した適用が可能になります。第三に、アクセシビリティとインク

ルージョンの強化です。AI による代替テキスト（Alt-Text）生成や、多様性・公平性・包括

性（DEI）チェックといったツールは、研究コンテンツをあらゆる読者にとってより利用し

やすいものにするとともに、公平性とバイアスへの配慮を伴ったコミュニケーションを可

能にします。そして第四に、研究公正の強化です。画像フォレンジック、AI コンテンツ検

出、科学的妥当性の検証ツールなどを用いることで、改ざんや剽窃、AI によって生成され

た文章を出版前に特定し、研究の真正性を守ることが可能になります。 

 

一方で、リスクも存在します。私が特に重要と考える主なリスクは、次の 4 点です。第一

に、データのプライバシーとセキュリティです。サードパーティの大規模言語モデルや外部

API を統合することは、厳格なプロトコルの下で運用されなければ、原稿の漏えいやデータ

の不正利用といったリスクを招く可能性があります。第二に、バイアスとハルシネーション

です。先ほど述べたように、AI モデルは学習データに含まれるバイアスを反映、あるいは

増幅してしまうことがあります。また、もっともらしいが不正確な結果（ハルシネーション）

を生成することがあるため、多様なデータセットを用いた継続的な検証が必要です。第三に、

透明性と説明責任の喪失です。AI が下す判断は、編集上の根拠を見えにくくする可能性が

あります。監査証跡や説明可能性が確保されていなければ、編集プロセスに対する信頼が損

なわれてしまいます。第四に、自動化への過度の依存です。AI が人間の判断を補助するの

ではなく置き換えてしまうと、出版社は編集上の厳密さの低下、倫理的監督の弱体化、さら
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には学術記録全体の信頼性の低下というリスクに直面することになります。まとめると、AI

にはスピード、品質、包摂性、そして研究公正を向上させる可能性があります。しかし、そ

れが実現するのは、プライバシー、バイアス、透明性、そして人間による監督とのバランス

が取られている場合に限られます。 

 

ここからは、AI が出版社のワークフローをどのように変革しているのか、AI がもたらす

測定可能な利点、そして適切なガバナンスや監督なしに使用された場合に生じうる現実的

なリスクについて掘り下げていきます。MPS Limited および HighWire Press では、過去数

年間にわたり、原稿作成や査読から、制作、ホスティング、出版後の分析に至るまで、出版

ライフサイクル全体に人工知能を組み込んできました。当社の研究開発拠点である MPS 

Labs では、現在、十数件を超える AI を活用したプロジェクトを運用または試験導入してい

ます（図 12）。これらのツールは抽象的な概念ではありません。当社のワークフロー・プラッ

トフォームである DigiCore Pro や、ホスティング・プラットフォームである HighWire 

Hostingの中で稼働する統合型マイクロサービスとして実装されており、当社の各種サービ

スに組み込まれているほか、他のサードパーティや外部システム向けに API 経由でも提供

されています。では、これらの技術がどのような形で具体的な価値を提供しているのか、そ

してどの点において注意が必要なのかを見ていきましょう。 

 

AI の最も目に見える利点は、大規模な効率化を実現し、反復的な手作業を削減しながら、

成果物の一貫性と品質を向上させる点にあります（図 13）。当社の自動言語評価およびガイ

ド付き編集システムでは、自然言語処理（NLP）と自然言語理解（NLU）技術を活用し、

文法や表現、包摂性、内容の不一致といったエラーを検出します。これらのシステムはすで

に本番環境で完全に稼働しており、人手によるコピー編集作業を 25～30％削減しています。

また、当社の機械学習を用いたコンテンツ構造化ツールは、非構造化された原稿を自動的に

JATS XML形式に変換し、1論文あたり数時間の作業時間を削減するとともに、書式の不整

合を解消します。このツールを試験導入したプロジェクトでは、ワークフロー全体を 20～

30％短縮する効果が確認されています。 

 

編集ワークフロー以外の領域においても、AI は効率性を向上させています。当社の AI 搭

載チャットボットは、オンラインツールを利用する編集者や著者を支援しており、現在では

サポート問い合わせの 70～85％を処理しています。顧客満足度は 92％に達し、平均初回応

答時間は 18分まで短縮されました。これにより、人的サポートはより複雑な案件に集中で

きるようになり、さらにタイムゾーンを超えた 24時間体制のサポートが可能になっていま

す。その利点は、AI によって人が機械的な修正ではなく、編集上の判断に専念できるよう

になる点です。一方で、適切な管理がなされないと、AI による提案が微妙な言語上の誤り



2025年度第 1 回 J-STAGE セミナー報告書 

 

14 

 

やバイアスを拡散してしまうリスクもあります。そのため、すべてのモデルには人によるレ

ビューと分野専門家による検証プロセスが組み込まれています。 

 

出版までのスピード向上は、すべての出版社に共通する目標です。AI ツールは、査読や

制作プロセスの中でも特に時間を要する工程、すなわち適切な専門家を見つける作業を効

率化します。これらのツールは、PubMed、CrossRef、OpenAlex といったデータベースを

活用し、原稿の内容に適した編集者や査読者とマッチングします。また、専門性を自動的に

検証し、利益相反の有無を確認するとともに、査読可能な作業負荷も考慮します。その結果、

従来は数日を要していた割り当て作業が、現在では数時間で完了するようになっています。 

 

当社の AI 翻訳パイプラインは、中国語やスペイン語を含む 6 つの主要言語に対応してい

ます。このシステムは、英語を母語としない著者、特に中国や中南米の若手研究者が公平に

研究活動へ参加できるよう支援するものです。その利点は、査読プロセスの効率化や、多言

語出版の推進につながる点が挙げられます。一方で、AI 翻訳に過度に依存すると、専門的

な意味内容が歪められるリスクもあります。そのため、すべての翻訳は出版前に必ず人間の

編集者によるレビューを受けています（図 14）。 

 

当社の Alt-Text 生成ツールは、複数の大規模言語モデルを組み合わせたマルチモーダル

手法を用いて、画像をその文脈に沿って記述します。キャプションや周辺テキストを抽出し

たうえで、アクセシビリティ基準に準拠した説明文を生成します。大手出版社との試験運用

では、精度は 85～90％に達しており、非常に高い費用対効果を示しています。 

 

DEI コンプライアンスツールは、大規模言語モデルとコンピュータビジョンを活用し、

バイアスを含む表現、不均衡な描写、そして固定観念的な画像表現を検出します。その後、

分野専門家によるレビューに続いて品質保証を行う 2段階の人によるレビュー工程により、

編集上の責任が確実に担保されます。このように、利点としては、これらのツールが、拡大

しつつある DEIA およびアクセシビリティに関する要件への対応を出版社にとって容易に

する点が挙げられます。一方で、リスクとしては、モデルの学習データを通じてバイアスが

入り込む可能性があることです。そのため当社では、厳選された DEI 用語辞書を使用する

とともに、専門家による継続的な検証を行っています（図 15）。 

 

当社の AI 画像操作検出ツールは、ペーパーミルによる投稿でしばしば見られる操作であ

る、図表内のスプライシング、クローニング、レタッチを特定します。このツールは、大規

模な環境においてリアルタイムでの検証を提供し、編集者がフラグ付けされた画像に集中

できるようにします。内部検証の結果、手動によるチェックと比較して、誤検出が 40％減

少したことが示されています。さらに、当社では人間が書いたテキストと AI によって生成
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されたテキストとを区別することにも取り組んでいます。このツールは、捏造された研究や

機械生成された研究を防ぐセーフガードとしても機能します。これらの研究の健全性を守

る取り組みの一環として、MPS Labs は、数式が妥当であるかどうか、あるいはグラフにア

クセシビリティ用の軸ラベルが欠けていないかをチェックする科学的検証エンジンの開発

も進めています。これは実質的に、研究データに対する AI による Sanity check（サニテイー

チェック）です。利点として、こうした公正性ツールが、不正行為、盗用、誤情報から研究

を保護する点にあります。一方で、いかなる AI モデルも、人間の倫理的判断に取って代わ

ることはできません。そのため、フラグが立てられたすべての案件は、対応が取られる前に

人間の専門家によってレビューされます（図 16）。 

 

タクソノミー付与は、コンテンツの発見可能性を高めるうえで極めて重要な工程です。し

かし、手作業による負担が大きいことから、しばしば十分に行われていません。当社のマル

チラベル分類器は、タクソノミー用語を自動的に付与し、数千本に及ぶ論文に対して一貫し

たタグ付けを確保します（図 17）。 

 

現在開発中なのが、自然言語によるディスカバリー（探索）ツールです。このツールは、

すでに一部のクライアントで試験運用されており、ユーザーが会話形式で質問を行い、参照

情報を含む要約回答を得られる仕組みになっています。これと関連するセマンティック検

索システムでは、OpenAlex および MeSH データを基に構築されたナレッジグラフを使用

しています。このシステムは、キーワードが異なる場合でも、推論に基づいて関連コンテン

ツを発見できます。その利点は、読者にとっての発見可能性の向上と、出版社にとっての

データ再利用性の向上です。一方で、リスクとしては、継続的なコンテンツやオントロジー

の更新が必要になる点が挙げられます。学習データが古くなると、関連性や精度が低下する

恐れがあります。 

 

したがって、あらゆる AI 活用の場面において、人間による監督は譲れない設計上の選択

であり、人を常にプロセスに関与させることが前提となっています（図 18）。移行から DEI

分析、Alt-Text 生成に至るまで、各モデルはいずれも、分野専門家によるレビューと社内の

品質保証をもって最終工程としています。これにより高い精度が保証されるだけでなく、モ

デルを再学習させ、性能を継続的に改善するためのフィードバックループを提供するもの

でもあります。AI は処理を担い、人間は判断を担います。このバランスこそが、編集チー

ム内においても、読者との関係においても、信頼を維持する要因となっています。利点とし

ては、言うまでもなく、AI のスケーラビリティと人間の洞察力を組み合わせることで、両

者の強みを最大限に活かすことができる点にあります。一方で、コスト圧力によって出版社

が人間による監督を削減してしまえば、学術的公正性に対する信頼が損なわれるリスクが

生じます。 
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ここで、改めて中核となるリスクについて、明確に触れておきたいと思います。データの

プライバシーとセキュリティです（図 19）。生成 AI システムでは、暗号化されたデータ通

信、セキュリティ確保されたストレージ、コンテンツベースのプロトコルが使用されていま

すが、すべての統合ポイント、とりわけサードパーティの大規模言語モデルについては、原

稿の漏えいを防ぐために、厳格な審査が不可欠です。バイアスとハルシネーションです。生

成モデルは、自信に満ちているものの不正確なコンテンツを生成することがあります。これ

を緩和するためには、プロンプトチェーン、能力スコアリング、そして最終的な公開前に人

によるレビューを行う必要があります。透明性の喪失です。AI による判断は説明可能でな

ければなりません。私たちは、プロンプトに関する完全な監査証跡を維持しています。また、

編集上の説明責任を確保するために、査読者による介入の中でモデルの出力を位置づけて

います。そして、自動化への過度の依存です。AI は編集の専門性を置き換えるのではなく、

増強するものであるべきです。危険性はツールそのものにあるのではなく、人による検証な

しにそれを使用することにあります。要するに、責任ある AI とは、単なる技術的な問題で

はなく、文化の問題です。それは、透明性、品質保証、そして倫理的な利用を通じて信頼を

築いていくことに他なりません。 

 

以上をまとめますと、出版における AI はもはや実験段階のものではなく、すでに実運用

の段階に入っています（図 20）。MPSおよび HighWireにおいては、迅速な制作、より高い

アクセシビリティ、そして強固な研究公正を支えるワークフローの中に、AI が組み込まれ

ています。しかし、その将来は責任ある導入にかかっており、AI が代替ではなく協働者と

して機能することを確保する必要があります。適切に活用されれば、AI は、学術エコシス

テムが常に追求してきたもの、すなわち効率性、包摂性、そして知識の伝達に対する信頼を

出版社が実現する助けとなり得ます。 

 

ご清聴ありがとうございました。 
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2.3  

【Harnessing Generative AI for Actionable Insights and Societal Impact】 

                                  柿田 佳子 氏 

（Elsevier） 

 

ELSEVEIR の柿田です。本日はよろしくお願いします。このような機会をいただき、あり

がとうございます。 

 

最初に、簡単に自己紹介をします（図 21）。私は、2006 年に ELSEVEIR日本法人に入社

したので、かなり長くなります。入社後 15 年間は営業チームに在籍し、Scopus を担当して

きました。2021 年に Scopus のプロダクトチーム（製品開発のチーム）に異動し、現在は主

に AI ソリューションの開発にフォーカスしています。ELSEVEIR は出版社でもあり、研究

者の皆さんに使っていただく製品開発を行っています。私は製品開発に従事しているので、

本日は製品開発の話をします。 

 

ELSEVEIR として、なぜ AI ツールの開発をしているのかというと、プロダクトチームと

して私たちは、研究者の皆さまが信頼して使えるような AI ツールをお届けしたいという思

いで開発を続けています。 

 

振り返ってみると、2022 年に ChatGPT がアナウンスされました。私も使ってみて、と

ても驚きました。2023 年 8 月には Scopus AI アルファ版をリリースし、2024 年 1月に正式

にリリースしました。その後も、ELSEVEIR のさまざまなプロダクトの上に AI 機能が搭載

されてきました（図 22）。 

 

2025 年 3 月には、皆さんご存じの方も多いと思いますが、電子ジャーナルの Science 

Direct AI を正式リリースしました。また、9月のプレスリリースには、次世代の AI ソリュー

ションとして開発を進めている Next gen solution ベータ版をリリースしました。私自身が

関わっているプロダクトとしては、Scopus AI の開発と、現在進めている Next gen solution

の開発チームを率いています。 

 

そのような立場から、本日は、プロダクト開発で特に重視していることを話します（図

23）。たくさんある中でも、三つのポイントを挙げています。一つ目は、Trust です。本日

のこれまでのセッションの中でも、スピーカーの皆さんは何度も Trust と言っていました。

やはり、私たちのこのコミュニティの中では、何よりも Trust が重要ではないかと思ってい

るので、とにかくこの部分にフォーカスして開発を進めています。 
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既に、世の中には AI のツールがたくさん普及してします。その中で、なぜ ELSEVEIRが

AI ツールを開発しなければいけないか、信頼できるツールはどれだけあるのかということ

を考えたときに、ELSEVEIR として Trust に貢献できるのではないかという思いで開発し

ています。 

 

二つ目のポイントは、Actionable insight です。ELSEVEIR はコンテンツを持っているの

で、コンテンツと AI 機能を組み合わせることでさまざまな機能を生み出すことは、言って

みれば ELSEVEIR としては簡単なことです。そうではなく、信頼できるものを開発するこ

とに加えて、実際に使える情報をどのように示すかということが重要だと考えています。 

 

三つ目のポイントは、Impact です。研究のアイデアからインパクトにつなげることは重

要だと思いますが、より迅速に学術的・社会的インパクトにつなげるためにはどのようにお

手伝いができるかという視点で考えています。 

 

まず Trust です。大前提となる基本として取り組んでいることがいくつかあります（図

24）。信頼できるデータを使用しています。Scopusのコンテンツの他にも、ELSEVEIR とし

て出しているジャーナルのデータがあります。そもそも、信頼できるデータに基づいている

ことが重要だと思っています。これまでも話がありましたが、リスポンシブル AI です。

ELSEVEIR として責任ある AI の原則を規定しています。そこに順守する開発を進めていま

す。 

 

やはり、プライバシーとデータのガバナンスは非常に重要です。例えば、私たちのツール

であれば、大規模言語モデル(LLM)は ELSEVEIR のプライベートの環境の中で運用してい

ます。利用者の皆さんが入れたプロンプトなども、LLM の訓練に使われるようなことはあ

りません。もう一つ強調したいことは、評価です。ツールを開発することは簡単ですが、や

はりきちんと評価することが大事だと考えています。 

 

この評価には三つの評価を組み合わせています。一つは、専門家による評価です。研究な

ので、専門家による評価が大事です。二つ目、アルゴリズムを使った評価を組み合わせてい

ます。人による評価と、機械的な評価です。三つ目は、次のポイントにもなりますが、利用

者の皆さんからのフィードバックも評価の一部として捉えています。その三つを組み合わ

せることで、信頼性を高めるようにしています。 

 

これらに加え、特に重視して取り組んでいることを二つ挙げます（図 25）。私たちは、毎

日のように利用者の皆さまからの声を聞いています。その中で、研究者の皆さまは既にたく

さんの AI ツールを利用していますが、そうは言っても信頼できない面もあると思います。
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信頼ではない理由の中でも特によく聞くのは、裏で何をやっているかよく分からない『ブ

ラックボックス』、『批判的思考(Critical Thinking)や創造性(Creativity)が損なわれる可能性

がある』という懸念によって信頼できないという声をよく聞きます。 

 

完全に解決できないとしても、解決策として取り組んでいることがあります。ブラック

ボックスの解決策としては、透明性の向上を重視しています。Critical Thinking に関しては、

創造性が損なわれないように注意するというよりも、むしろ Critical Thinking の向上を支

援するための製品開発に取り組んでいます。 

 

透明性の向上における Scopus AI の事例です（図 26）。どのような検索が行われているか

分かります。左側は回答、右側は基になった論文を簡単に確認できるようになっています。

ポイントとしては、Scopus のコンテンツを使っています。論文といってもどのような論文

なのか分かりません。ネット上のいわゆる論文と分類されているものであれば、その論文が

どのようなジャーナルに掲載されているのか、何か規定があるのかというとそうではあり

ません。Scopus にきちんと収録されたジャーナルに掲載されている論文に基づいています。

また、それぞれがどのようなサイテーションなのかを確認できるようになっています。 

 

そういった基本的なことに加えてコパイロット機能を付けています。これは Microsoftの

Copilot とは全然関係なく、自社開発したコパイロットです。プロンプトを入れた後に、裏

でどのような検索が行われているのかということを、このような形で明示しています。自然

言語で入れたものに加えてプロンプトをブレークダウンし、検索式を作成しています。それ

らを組み合わせ、最も関連性の高い論文を引っ張ってきます。それに基づいてレスポンスを

生成するプロセスです。 

 

もう一つは、批判的に思考する力の向上を支援する Deep Research の例です。Deep 

Research 機能を自社開発し、今夏、Scopus AI に搭載しました。アプローチとしては、先ほ

どトニーさんからもありましたが、研究者の代わりにレポートを作成するアプローチでは

全くありません。むしろ、研究者の方がさらに探究したくなるような多角的な視点やアイデ

アを提示する構成になっています。 

 

どのような構成にして、何を提示すれば研究者の皆さんの Critical Thinking をよりサポー

トできるようなレポートになるのかを、研究者の皆さんの話を伺いながら開発を進めまし

た。リリースしていますが、さらに改善しています。リプレースではありませんが、よりサ

ポートしていく視点で全ての機能を開発しています。 
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次に、ポイント 2、Actionable insight です。実際に Scopus AI の画面を録画してきたもの

です。何か一つプロンプトを入れると、先ほどもスクリーンショットを示しましたが、

Scopus AI のコパイロットが裏でどのような検索をするのか、自然言語のものと検索式でブ

レークダウンしたものが出てきます。本日話をするのは、研究テーマの仮説設定の例です。 

 

この後に一つクリックします。何をしているかというと、もともと利用者の方が関心のあ

る領域に関してさらにクラスタリングをし、小さな領域を作っています。ブラウザーの機能

を使い、分かりやすいように日本語にしています。小さなクラスタリングが二つのことを行

います。それぞれのクラスタリングされた小さな分野が、トレンドを示します。コンスタン

トに論文が出ている領域なのか、あるいは論文が増えている領域なのか、今まで論文がな

かった領域で、新しく論文が出始めている領域なのかを示します。また、それぞれの小さな

クラスタリングの中で、仮説の提案をしています。 

 

そのような形で、実際に研究者の皆さんがアクションにつなげられるような機能を出す

ことを重視し、機能開発をしてきています。すみません。少し早くなってしまいました。

Actionable insight では、実際に皆さんが論文を書くとき、研究を進めていく中で、どのよ

うな情報を表示できれば研究を進めていくことができるのか、そこの迅速化につながるの

か、プロダクティビティを上げていくことにつながるのかを考えて作っています。表示して

終わるのではなく、実際に表示したものから全てクリックできるようになっているので、深

掘りしていくことができるようになっています。そういった機能も、透明性を高める、リプ

レースするのではなく研究者を助けていく機能にするという考え方に沿っているからこそ

のプロダクト開発になっています。 

 

これまでのスピーカーの皆さんもおっしゃっていたように、信頼を得ること、リプレース

するのではなく研究者をサポートすることを組み合わせて考えてきています。 

 

ポイント三つ目、Impact です（図 27）。これまで私たちがどのような形で、どのような考

え方で開発してきたのか話をしてきました。今までの製品開発は、もともと ELSEVEIR が

持っているコンテンツと LLM を組み合わせ、自社が持っているさまざまな AI 技術、ある

いは検索技術を組み合わせてきました。製品開発の方向性などについて、皆さまから非常に

良い評価をいただいています。 

 

そうは言っても、全く課題がなくなっているかというわけではなく、できることはまだま

だあると考えています。特に、研究のアイデアから Impact につなげるところに関しては、

やはり研究者の皆さんや、大学のような研究機関の執行部の皆さんにとっても重要なとこ

ろです。ファンディング機関や皆さんにとっても、どこにお金を出すかを考える上では
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Impact が重要です。どのような課題にお役に立てる可能性があるかを考えたときに、二つ

の点に注目しています。 

 

一つは、今申し上げたように、研究テーマの仮説設定から成果に至るまでには時間がかか

ります。スピーカーの皆さんもおっしゃっていましたが、研究のプロセスはとても長いです。

その中でいろいろなプロセスを踏むので、全体に時間がかかる点が大きな課題です。もう一

つの課題は、研究の各段階で必要なツールを選んで使う必要があることです。いろいろな

ツールを使っていく面白さもあると思いますが、自分でそのツールを探さなければいけま

せん。そして、それらのツールが本当に信用できるものなのか分からないので、自分で試し

ていかなければいけません。その上で、リスクがあることを知らずに使ってしまい、何かリ

スクを負ってしまったときの影響も大きい、そういった不安もあります。 

 

それぞれの段階で必要なツールを自分で選んでいくことは個人にとっても難しいですし、

研究機関にとっても難しいことです。そういった話を伺った中で、製品開発の次の段階とし

て、次世代型エンドツーエンドAIソリューションを 9月にプレスリリースしました。Scopus 

AI は Scopus AI のディスカバリーの部分、あるいは Science Direct AI であれば論文を読む

ところを助けるといったように、一つ一つのユースケースを私たちのそれぞれのプロダク

トでサポートするのではなく、もっとシームレスな AI アシスタントとして、一つのプラッ

トフォーム上で、研究ワークフローをエンドツーエンドでサポートするようなことができ

れば、非常に有効なのではないかと考えています。 

 

そのようなサポートができれば、研究アイデアのところから成果に至るまでの時間も短

縮できる可能性があると思います。皆さんがなかなか大変だとおっしゃっている、それぞれ

の段階で必要なツール、それぞれの段階で信頼できるツールを選ぶ大変さも軽減できるの

ではないかと考えています。例えばそのためのアイデア創出、研究プロジェクトの計画、

ファンディングの特定があります。自分の研究テーマにはどのようなオポチュニティがあ

るのか、アプリケーションを書くときのサポートを、最初にフォーカスするユースケースと

して作り始めています。 

 

どのユースケースにフォーカスするか、どの段階にまずフォーカスするのが最も価値が

高いかを研究者の皆さんに聞いて決めているところです。一つポイントになるのは、

ELSEVEIR としてはさまざまなデータを持っていますが、今まではどちらかというとサイ

ロで使っていました。Scopus コンテンツであれば Scopus AI を使っていましたが、そうで

はなく、さまざまなコンテンツを意味のある形で統合して利用できるようにする予定です。 
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また、フルテキストに関しても、ELSEVEIRが出しているフルテキストではなく、他の出

版社の皆さんが出しているフルテキストも一緒に組み込み、一緒に検索できるような形で

提示できるように、現在、さまざまな出版社の皆さまと話をしています。 

 

また、そのときに重要になってくるのは、特定の出版社、例えば ELSEVEIR だけに有利

になるような論文を引っ張ってくるようなアルゴリズムではなく、中立したアルゴリズム

でなければいけません。そのために独立したアドバイザリーポートを設置し、品質、透明性、

公平性を確保したいと考えています。もちろん、私たちが出すコンテンツだけではなく、利

用者自身のコンテンツをアップロードして組み合わせて利用することも可能になります。 

最後に申し上げたいことは、やはり Trust です。信頼性をさらに高められるような機能も

搭載する予定です。そのような形で、次のステージに向けて開発を進めています。私からは

以上になります。ご清聴ありがとうございました。 

 

 

図 21 
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2.4  

【信頼される日本語医療 LLM を目指して：透明性のある構築プロセスの重要性】 

                                  小林 和馬 氏 

（国立がん研究センター研究所） 

 

ご紹介いただき、誠にありがとうございました。国立がん研究センター研究所、および国

立情報学研究所の小林和馬です。本日は、J-STAGE セミナーにお招きいただき、誠にあり

がとうございます。私からは、『信頼される日本語医療 LLM を目指して:透明性のある構築

プロセスの重要性』と題し、私たちが進めている日本語医療従事者 LLMに関する研究開発

において、なぜ透明性のある構築プロセスが重要なのかという点にフォーカスしながら話

をします。 

 

医療分野における大規模言語モデル(LLM)の可能性についてです（図 30）。近年、LLM

は目覚ましい進歩を遂げています。特に、重要な点としては、LLM 登場前までは、人間の

医師にとっていわばコア・コンピタンスでした。当面は AI によって置き換えられることは

ないだろうと思われていたようなさまざまな臨床能力、すなわち医師国家試験や診断困難

例に対する診断、検査前後での診断の確率の推定、臨床技能や態度といったような評価項目

において、LLM が人間と同等化しています。場合によっては、それ以上のパフォーマンス

を発揮していることが報告されるようになってきました。 

 

このような LLMと医療者との関係の在り方について、最近、示唆的な論文があったので

紹介します。こちらの研究では、LLMによって支援された医師は、LLMを用いなかった医

師に比べて、複雑な臨床シナリオにおける診断のスコアが優位に向上したことを報告して

いました（図 31）。この研究において実際に試験として用いられたのは、例えばこのような

臨床シナリオになります。 

 

この例(図 32)では、72 歳の女性が胆嚢穿孔という比較的重篤な疾患に対する緊急手術の

後に、心房細動を発症しました。現在、容体は落ち着いているようですが、こうした患者さ

んに対して追加のモニタリング検査、あるいは治療を推奨するかどうかを LLM に問い合わ

せていました。実際にある LLMに対し、この症例を提示して質問を行った様子を供覧しま

す(図 33)。 

この LLM は、素早く症例を分析するとともに、ユーザーからの追加の質問に答えること

により、この症例において必要な次の診療的なステップを推奨してくれています。少し動画

が速かったと思うので、先ほどの回答について詳細に分析してみたいと思います。 
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この LLM は、患者の容体を正確に要約した後に、ユーザーからの問い掛けにあった追加

のモニタリング検査、または治療の必要性に関してさまざまな角度から分析しています(図

34)。特に、脳梗塞を予防するためのリスク評価に関し、CHADS スコアと呼ばれる、臨床

スコアの計算に基づいた治療薬の投与を検討するべきと述べていました。 

 

そこで、この患者さんにおける CHADS スコアの計算をユーザーとしてあらためて問い

合わせました。正確なスコアの計算とリスク評価に基づき、この症例においては脳梗塞を予

防するための治療が推奨されました(図 35)。このように LLMを用いることによって、比較

的複雑な臨床シナリオにおいても、適切な治療選択へ到達できる可能性が示唆されている

と思います。 

 

既にお気付きの方も多くいると思いますが、先ほどのデモ動画で登場した LLM は、

ChatGPTではなく SIP「統合型ヘルスケアシステムの構築における生成 AI の活用」の支援

をいただきました。国立情報学研究所の相澤彰子先生のチームの主導によって開発された

ものです。このプロジェクトでは、1.医療の質の向上、診察・受診支援、医療業務の効率化、

2.医療行政の支援、3.研究開発の支援・医学知識の発見といった医療を取り巻く社会課題の

解決を掲げ、日本の医療に特化した LLMの研究開発を展開しています(図 36)。 

 

研究開発体制です(図 37)。研究統括は、国立情報学研究所の相澤彰子先生です。大きく

二つに分かれた研究体制によって実施されています。私ども国立情報学研究所や京都大学・

東京科学大学・東京大学・早稲田大学の先生がたが所属する情報チームが LLM の基盤開発

を担いました。自治医科大学・東京大学・九州大学等、非常に多くの医療機関の先生がたで

構成される医療チームには、臨床現場のニーズに基づいたユース開発の開発や評価を担っ

ていただきました。 

 

私たちの研究開発のプロセスについて、もう少し詳しく紹介します。まず、私たちのアプ

ローチの根幹にあるのは、国立情報学研究所が中心となって開発したオープン日本語 LLM

である LLM－jp シリーズです(図 38)。この LLM－jp とは、学習データやモデルのパラメー

タを含む全ての構築過程がオープンになっている国産の LLM です。私たちはこの LLM－

jp をベースモデルとし、まず大規模な日本語医療コーパスを構築しました。次にこのコー

パスを使って医療ドメインに適応させるための最適なドメイン適応戦略を探索しました。

そして、モデルの性能を正しく評価するための日本語医療評価ベンチマークを構築し、その

評価を行いました。 

 

こうしたサイクルを回すことによって、基盤型日本語医療 SIP-JMED-LLMシリーズの継

続的な開発に取り組んでいます。この基盤的なモデルに対し、実際の臨床情報を用いたファ
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インチューニング等をそれぞれの医療機関、医療機器開発企業様などの手で行っていただ

き、具体的な医療機器や製品といったユースケース特化型の、LLM の研究開発につなげて

いきたいという展望を持って取り組んでいます。 

 

医療系Webクローリングによるコーパス収集です(図 39)。出版社等からの利用許諾、医

療系 Web クローリング、汎用 Web クローリングの三つの取り組みについて順に紹介しま

す。まず、日本語で記載された医療テキストを可及的に収集するために、このプロジェクト

においては出版社などから利用許諾をいただいた医学教科書に加えて、医療名のドメイン

に絞ったWeb クローリングを実施しました。 

 

一方で、Web クローリングなどによって取得されたテキストの多くは、実際には英語で

書かれたものが中心でした。これに大規模な機械翻訳を実施することによりテキストの日

本語化を行い、最終的には、およそ 80 ビリオントークンからなる医療系コーパスを構築し

ました。1 トークンというのは、およそ 1単語に相当する単位だと考えてください。 

 

この 80ビリオントークンからなるコーパスは、日本語と英語の言語の比率がおよそ均衡

したものとして構築されています。こちらの円グラフ(図 40)で示すとおり、日本語が 45.4

パーセント、英語で記載されたテキストは 45.7 パーセントでした。残りが、日本語と英語

の対訳データとしてのパラレル・コーパスによって構成されたものです。 

 

具体的なテキストの内容は、Pub Med Abstract や J-STAGE、J-GLOBAL などからなる

医療分野の論文データや、ウェブから収集された診療ガイドラインです。さらには、トーク

ン数としては比較的小規模になりますが、医学教科書なども含まれています。 

 

評価の物差しについて説明します。構築したモデルの性能を客観的、かつ包括的に評価す

るために、私たちは JMedBench という、日本語医療分野に特化した評価のフレームワーク

を開発しました(図 41)。この JMedBench は、五つのタスクと 20 のデータセット、3万 8000

サンプルのテストデータで構成されたものです。 

 

具体的には、医師国家試験を含む多肢選択式の質問応答(MCQA)、医学生物学用語の固有

表現認識(NER)、医学生物学文書の分類(DC)、医学生物学文書の機械翻訳(MT)、医学生物

学文書の意味的類似度推定(STS)から構成されます。その上で、汎用モデルである LLM－

jp の日本語医療分野へのドメイン適応を行いました。この最適な学習戦略を探索するにあ

たり、一つの研究的な取り組みを紹介します。 
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私たちの取り組みの中で、痛感したことがあります。日本語の医学テキストは、比較的希

少です。実際にウェブから収集された医療関連文書の多くが英語だったため、言語比率が

偏っています。つまり、継続事前学習用のコーパスの中に、日本語よりも英語で記載された

テキストの割合が圧倒的に多くなってしまうことは、今回の日本語医療分野へのドメイン

適応を行いたいという目的に対し、負の影響を与えることが懸念されました。機械翻訳など

を活用し、そのコーパスにおける最適な言語構成を探索しました。 

 

具体的には、英語と日本語の比率が異なるさまざまなコーパスを準備しました。これを用

いてモデルを学習した前後での、日本語医療分野のパフォーマンスを観察することで、最適

な言語構成比を検討しました(図 42)。 

 

この検討から抽出された知見を共有します。コーパスの言語的な要素、すなわち、日本語

のトークン数、英語のトークン数、パラレル・コーパスのトークン数と、日本語医療タスク

のスコアの変化量を観察しました。例えば、英語のトークン数は、日本語タスクを含むタス

クと正の相関を示しました(図 43)。これは、LLMが英語で獲得した知識を、日本語によっ

て問い掛けられた医学的な質問に対する答えに転用できるという、ある種の知識の転移を

起こすことができることを示唆しているのではないかと考察します。 

 

また、日本語のトークン数については、特に本邦の医師国家試験の過去問から構成される

ベンチマークのような、日本固有の知識を問う、ベンチマークとの正の相関を示すことが分

かりました。最終的に開発された SIP-JMED-LLM モデルは、過去 5年間の本邦の医師国家

試験において、いずれも人間の合格基準を上回りました(図 44)。また、平均して GPT-4 よ

りも優れた性能を示しました。現在、SIP-JMED-LLM モデル(図 45)を臨床のユースケース

に特化させる方向で、医療機関ごとのデータを用いた追加的な開発を行っています。 

 

ここまでは、主にユース的な側面と性能について話をしてきましたが、本日のもう一つの

重要なテーマは、信頼性のある構築プロセスです。AI、特に生成 AI を医療のような社会の

重要インフラに組み込む際には、この技術革新がもたらす大きな可能性と同時に、やはり容

易には解決できない倫理的・法的・社会的課題、すなわち ELSI 課題についても考慮しなけ

ればいけません(図 46)。 

 

例えば、学習データに含まれるバイアスと差別の問題があります。AI の判断根拠が分か

らない透明性の欠如、いわゆるブラックボックスの問題もあります。また、患者さんの機微

な情報を取り扱う上で、プライバシーとデータ保護の観点も考慮しなければいけません。万

が一、AI の判断によって危害が生じてしまった場合の責任の所在についても考慮が必要で
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す。さらには、偽の情報や情報操作に悪用されるリスクや、セキュリティーリスクといった

ような多岐にわたる課題が、私たちに投げ掛けられているのではないかと思います。 

 

医療 LLM における脆弱性の具体例として、データ汚染攻撃を紹介します(図 47)。データ

汚染攻撃とは、LLM の学習用データセットに対して、悪意を持って偽の医療情報を注入す

るような攻撃です。ある研究では、学習用データセットのわずか 0.001 パーセントをこのよ

うな偽の情報に置き換えるだけで、医療 LLMが有害に医学的誤りを含む文章を生成する可

能性が著しく高まると報告されています。 

 

さらに深刻なのは、こうした汚染されたモデルであっても、標準的な医学のベンチマーク

では、どうも合格してしまうようです。こうした汚染を検出することは、非常に困難である

ことも同時に報告されています。医療のようなハイリスクな分野における LLM を構築し、

運用する際には、やはり信頼できるデータソースに基づいた学習用データセットを構築し、

できれば、自ら管理し続ける必要性があると示唆されます。 

 

もう一つ重要な ELSI 課題は、機微情報、すなわちプライバシーに関する問題です。従来、

機械学習モデルの学習済みパラメータそのものは、特定の個人との対応関係が排斥してい

る限りにおいては、個人に関する情報には該当しないという見解が示されてきたと思いま

す。こうした見解は、いわゆる識別モデルに関しては、一般的に成立するのではないかと思

われます。 

 

しかしながら、LLM や画像生成 AI のような生成モデルについては、この妥当性は必ず

しも自明ではありません。こちらの例では、画像生成 AI で学習用データセットに含まれて

いた、特定の人物の画像を、復元する意図を持ってプロンプトをモデルに投げ掛けることに

より、実際に AI が元のデータセットのサンプルを生成してしまう現象が報告されています

(図 48)。 

 

こうした生成 AIが有するプライバシーリスクを踏まえた、安全なデータセットの加工や、

学習法の構築、さらには、こういったものを包含するガバナンスの在り方を考えなければい

けないタイミングではないかと思います。 

 

以上、本日の話を最後にまとめます(図 49)。私ども国立情報学研究所を中心とするチー

ムにおいては、オープンな LLM－jp シリーズをベースモデルとして、安全性・信頼性を持

つ、オープンな日本語医療 LLMの研究開発に取り組んできました。現時点で開発中のモデ

ルは、本邦の医師国家試験の合格基準に達しており、スクラッチ・モデルに始まる全ての開

発過程が透明化されて国産 LLMとして一定の快挙ではないかと考えます。 
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今後は、こうしたオープンな開発プロセスを持つ私たちのプロジェクト自体を、一つの検

証環境として活用することにより、先ほど述べたプライバシーリスクをはじめとした、生成

AI を取り巻く、さまざまな課題に関する健全な知識の循環、社会受容に関する議論の場の

創出を期待したいです。以上、ご清聴誠にありがとうございました。 

 

 

図 30 

 

 

図 31 
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図 32 

 

 

図 33 
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図 34 

 

 

図 35 
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図 38 

 

 

図 39 
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図 41 
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図 45 
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図 47 
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図 48 

 

 

図 49 
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3 セミナー後の反響 

3.1 アンケート 

セミナー開催後、配信画面上でのアナウンスおよび参加申込者宛のメール送信によってア

ンケートへの回答を依頼した。開催終了後 1 週間後の回答数は 59件であった。 

 

◆講演内容について 

[講演 1]                 [講演 2] 

  

 

[講演 3]                 [講演 4] 

  
 

◆セミナー全体についてのコメント 

・医師であり、多くの医学論文の査読を依頼し、依頼され、かつ医学雑誌の編集長業務をし

ている身として、今回のセミナーは非常に有意義なものでした。とくに論文を作成支援する

AI の位置、日本語の医学用語を大量に機械翻訳したものを学習内容として精度の高い医学・

医療の構文を理解し生成できる AI 開発は大変参考になりました。その一方で、編集業務、

とくに論文査読に AI を活用できていないのは非常に片手落ちな印象を受けました。エルゼ

ビア社のように閉じた LLM を構築し、それが査読にも利用できるようにまもなくなるであ

ろうことは大変心強く思います。技術開発は万人のためでもあると同時に、開発者の利益に

還元されていかなくてはならないことも理解しますが、AI がなければ論文作成も論文査読

もできなくなるような時代がきたときに、publication がもつ意義(「研究は自己修正だ」と

いうのはいい定義だと思いました）をつねに考え続ける必要があると思いました。 
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・生成 AI 使用におけるルール設定について学びたいと思うが、このテーマについては１年

で状況が大きく変化することが予想されるため、今後も定期的に情報提供の機会をいただ

けると幸いです。 

・私は当会学術誌編集事務局として生成 AI 使用のガイドラインを現在最終確認中です。今

日のお話にもあったように，まだまだそれぞれの学会や編集局の単位でのことが多く，非常

に難しく感じています。参考になりました。 

・ビジネス系の汎用 AI の話は多いですが、研究に沿った AI の情報は案外と少ないように

思います。今後も、深堀りしてもらいたいですし、上手く使っている方のノウハウなどを日

本全体に展開できれば良いのではと感じます。分野によって、使う AI も使い方も違うよう

に思いますので、分野別にセミナーやワークショップがあればと思います。 

 

4 公開資料 

本セミナーの当日配布資料を、下記URL に掲載している。 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/News/TAB4/PastIssues/-char/ja#251126 

 

また、当日の講演の動画を J-STAGE YouTubeチャンネルでアーカイブ公開している。 

https://www.youtube.com/playlist?list=PLSXgr8_ZxZT3nAzN5B9daMAPb4NvZmzGc 

 

https://www.jstage.jst.go.jp/static/pages/News/TAB4/PastIssues/-char/ja#251126
https://www.youtube.com/playlist?list=PLSXgr8_ZxZT3nAzN5B9daMAPb4NvZmzGc
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